
Ⅰ．はじめに

障がい者スポーツの父”といわれるイギリス
の医師「グッドマン博士」は、第2次世界大戦
で負傷した兵士へのリハビリテーションの手段
の一つとして、車いすバスケットボールを取り
入れ、従来の医療的なアプローチ（手術、薬物
療法、損傷した部位の機能回復など）だけでな
く、残っている機能、つまり“残存能力”に視
点を置き、負傷者の様々な身体能力や社会参加
の可能性を引き出した。そして、“失ったもの
を数えるな。残っているものを最大限に生か
せ”という言葉を遺し、“病院の大会”から始
まった障がい者のスポーツ大会を世界最高峰の
競技大会“パラリンピック”へ発展させ、また
障がい者が身近にスポーツ活動を楽しむための
環境づくりに大きなきっかけを与えたとされて
いる。その後、時代の経過とともに障がい者の
スポーツの理解も広まり、2012年のロンドンオ
リンピックでは、両足義足の選手が義足の陸上
競技選手として初めてオリンピックに出場する
など、障がい者スポーツの枠を超えた活躍が目
覚ましい。また、2020年東京五輪・パラリン
ピックの開催に伴い、スポーツ庁の設置による
障がい者スポーツを含めたスポーツ行政の一元
化、50年ぶりに全面改正されたスポーツ基本法
における“障がい者スポーツの推進”の明文化
など、制度においても健常者と同じスポーツと
しての理解が進んでいる。とはいえ、前述のよ
うに、障がい者のスポーツの原点は「スポーツ

を通じてのリハビリテーションと社会参加」で
あり、今日のわが国においても、障がいの多様
化、生活習慣病の増加、高齢社会における障が
いの増加等々によって、そのニーズはますます
高まっている。つまり、障がい者を取り巻くス
ポーツの世界は、競技や生涯活動としての意義
も含め、医療・福祉・教育等々、実に多くの目
的やニーズ、可能性を持っていると言えよう。
₄年後に開催される2020東京五輪・パラリン
ピックへの取り組みを契機として、障がい者を
含めた国民全体の健康増進に資するスポーツの
機会の確保、および障がい者の自立と社会参加
の促進など、ユニバーサルなレガシーの創出を
期待したい。

図₁.パラリンピック・国際身体障害者
スポーツ大会ポスター　1964年(昭和39)ころ
東京都多摩障害者ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ蔵
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Ⅱ．アダプテッド・スポーツの概念

どのような障がいがあってもわずかな工夫を
こらすことによって、誰でもスポーツに参加
（Sports for Everyone）できるようになる。
例えば、高さの異なる₂対のゴールを使った重
度障害者（頸髄損傷）の車椅子ツイン・バス
ケットボール、あるいは、ツーバウンドで打つ
車椅子テニスなどはその典型である。さらに健
常者と一緒に競技するスポーツとしては、健常
な伴走者とロープを握り合って走る盲人マラソ
ンがある。₁本のロープは障がいのある人と、
ない人とのバリアーを取り除く手段となり、イ
ンクルージョン実践の絆といえる。このよう
に、スポーツのルールや用具を障がいの種類や
程度に適合（adapt）させることによって、障
がいのある人はもちろんのこと、幼児から高齢
者、体力の低い人であっても誰でもスポーツに
参加できるのである。このような考え方を「ア
ダプテッド・スポーツ」としている。１）

Ⅲ．日本国内の障がい者スポーツ指導者資格の
養成について

障がい者スポーツ指導者資格は、日本国内の
障がい者スポーツの普及と発展を目指して、公
益財団法人日本障がい者スポーツ協会が公認す
る資格制度に定めたものである。この資格は、
障がい者のスポーツ環境を整備する上で専門的
な知識、技術を有する人材の養成、資質向上を
目的として、以下の６種の指導者資格が設けら
れている。

・初級障がい者スポーツ指導員
・中級障がい者スポーツ指導員
・上級障がい者スポーツ指導員　
・障がい者スポーツコーチ
・障がい者スポーツ医　
・障がい者スポーツトレーナー
いずれも、多様な障がい者の、多様な目的に

応じたスポーツ活動を支援するため、スポーツ
や体育はもとより、福祉・医療・教育・工学
等々の様々な知識を活かしながら安全に支援
し、より多くの障がい者のスポーツを通じた生
活の質の向上に寄与することを責務としてい

る。日本国内の障がい者スポーツ指導員（初
級・中級・上級）の登録数は、2015年₉月現在
で、22,296人となっており、日本国内における
認定校（大学・専門学校）は初級障がい者ス
ポーツ指導員で157校、中級障がい者スポーツ
指導員で25校となっている。１）また、資格取
得後の活動は、従来は資格を活かして障がい者
スポーツ指導の専門職（障がい者スポーツセン
ター指導員、特別支援学校教員等）として従事
するケースや、ライフワークとして各種障がい
者スポーツイベントへのサポート活動が多かっ
たが、障がいの多様化、医療福祉領域における
健康増進の推進、一般スポーツ領域における競
技スポーツおよび生涯スポーツとしての認知な
どによって、多様な専門職においてそのニーズ
は高まっている。例えば、障がい児者福祉施設
に従事しながら施設内の健康づくり活動やアク
ティビティ活動での活用、高齢者デーサービス
や機能訓練型デイサービスにおけるフィットネ
ス活動での活用などである。本学卒業生におい
てもこのような活動例が多くなっている。

Ⅳ．本学における「アダプテッド・スポーツ教
育」および「障がい者スポーツ指導者養
成」の経過

本学医療福祉学部保健福祉学科においては、
2003年度より、障がい者スポーツ系科目を開講
し、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会が
公認する「初級障がい者スポーツ指導員」「中
級障がい者スポーツ指導員」の養成を開始し
た。2010年度には、カリキュラム再編ととも
に、科目名を現行の「アダプテッド・スポーツ
論」「アダプテッド・スポーツ科学」「アダプ
テッド・スポーツ基礎実習」「アダプテッド・
スポーツ応用実習」とし、また、同年には健康
運動実践指導者資格を新たに追加した。本学の
資格取得学生数は開講年度当初から2010年度ま
では毎年度常時30名以上を推移していたが、
2011年度以降、毎年10名前後に減少している。
学科全体の学生数の減少、および取得できる資
格が増えたこと等により、履修者が分散したこ
と、また、時間割上、他の資格取得と並行した
履修が困難となっている状況等が要因として考
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えられる。

Ⅴ．障がい者スポーツ指導員養成プログラムの
概要

以下、主に履修学生の多い、初級障がい者ス
ポーツ指導員養成について述べる。

₁．初級障がい者スポーツ指導員資格
₁）資格取得のために必要な科目
・アダプテッド・スポーツ論（₂単位・₁年次

開講・講義科目）
・アダプテッド・スポーツ基礎実習（₁単位・

₁年次開講・実技科目）
・ボランティア論（₂単位・₁年次開講・講義

科目）
　

₂）授業の目的
①「アダプテッド・スポーツ」の概念を理解す

ること。
②障がい者のスポーツの意義を「競技」「自

立・社会参加」「リハビリテーション」「余
暇」等の多様な視点から捉えること。

③様々な障がい者のために考案されたスポーツ
や動作および情報の制限下における運動体験
により、「楽しさ」「難しさ」を体感し、
「努力の大切さ」や「残存機能の能力」に気
づき、学生自身の体力や人間力の向上につな
げること。

④実際に活動している障がい者スポーツ選手と
一緒に授業を行ことで、スポーツ支援技術の
みならず、介助技術の習得や障がい者を取り
巻く周囲の環境および生活背景について効果
的に学習すること。

⑤学内外の障がい者スポーツイベントに参画
し、障がい者との交流を通じて、ホスピタリ
ティマインドやコミュニケーション能力、対
人支援能力を養うこと。

₃）授業の主な内容
「アダプテッド・スポーツ基礎実習」の授業

内容は表₂のとおりである。実習科目のため、
実技体験を中心に行っているが、適宜視聴覚教
材を活用しながらより効果的にイメージを持ち
ながら学習できるよう配慮している。授業の前
半は、車いすスポーツや視覚障がい者スポーツ
の体験を通じて「楽しさ」「難しさ」を体験し
ながらその魅力を感じること、また他学部学生
が交流し、様々な専門領域や学年を超えて刺激
し合う効果促進を図っている。中盤は、「安全
管理」「機能に応じた身体的リスク管理」をふ
まえた上で、より身体機能に適応したスポーツ
の体験と機能回復および健康体力の増進の効果
を理解することとしている。後半は、実際の障
がい当事者との交流やフィールドワークを通じ
て、障がいの実際や、ホスピタリティマイン
ド、コミュニケーション能力の向上を図ってい
る。

 
表1．本学における障がい者スポーツ指導員取得者数の推移 

年度 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 

初級障がい者スポーツ指導員 8 3 5 8 59 26 24 29 54 

中級障がい者スポーツ指導員 3 0 8 2 2 5 19 11 0 

 

51



図₂.頚髄損傷者の機能評価

図₄．集団フィットネス（脳血管疾患者）

図₆．アンプティサッカー（切断者）

図₃．車椅子バスケットボールの実践

図₅．ブラインドテニス（視覚障害者）

図₇．座位ふうせんバレー（切断者）
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₄）2015年度より、新たにリハビリテーショ
ン学科、看護学科にも開講
「アダプテッド・スポーツ論」「アダプテッ

ド・スポーツ基礎実習」は、従来は保健福祉学
科保健福祉専攻のみに開講された科目であった
が、2015年度より、医療福祉学部の全学科全専
攻全学年が履修できるよう、他学部開講科目と
し集中講義形式で行うこととした。その結果、
保健福祉学科のみならず、リハビリテーション
学科、看護学科の学生の履修が大幅に増え、
今年度は延べ150名の学生が履修している（※
2015年度前期開講アダプテッド・スポーツ基礎
実習、アダプテッド・スポーツ論の受講者数よ
り）。

₅）履修学生の受講意識および障がい者スポー
ツに関するアンケート調査
「アダプテッド・スポーツ基礎実習」の初回

講義にて履修学生の受講意識および障がい者ス
ポーツのイメージについてアンケート調査を実
施した。履修者の基本的属性は、表3に示す。
傾向としては、履修者数について、開講学科で
ある保健福祉学科（28名）の37％に比べ、リハ
ビリテーション学科および看護学科（47名）が
63％と、保健福祉学科を上回ったこと。また、
₁年次開講科目であるにもかかわらず、特に3
年生の履修者（30名）が40％を占めたことが挙
げられる。要因として、保健福祉学科において
は、入学当初から₂年次にかけて国家資格取得
を目指して履修してきた学生が、具体的かつ現
実的な将来像を見据える₃年生の段階で、進路
変更や新たな資格取得を意識し始めていること
が要因として考えられる。「履修したいと思っ
たきっかけ」では、保健福祉学科は“教員や友
人からの勧め”が多かったのに対し、リハビリ
テーション学科および看護学科では、“スポー
ツが好きだから”“興味があったから”“授業
で知って”“掲示を見て”と答えた割合が多
かった。リハビリテーション学科および看護学
科において₁年次の基礎科目として開講してい
る「健康科学」の授業の初回において、障がい
者スポーツの学びから健康の概念を考えること
に主眼を置いているため、この授業を通じて興
味や認識が高まったものと考えられる。また、

小中高の時期における、スポーツの経験の有無
を聞いたところ全体的に高い傾向を示したが、
特にリハビリテーション学科および看護学科に
おいては、中学校の時期のスポーツ経験（運動
部所属）が100％であったことも要因として考
えられる。自由記述においても、障がい者ス
ポーツやパラリンピック、スポーツリハビリ
テーションへの興味を示す記述が多くあったこ
とを合わせて考えると、医療福祉学部の全学科
においてニーズが高いことが明らかになったと
言えよう。

₂．中級障がい者スポーツ指導員資格
₁）　資格取得のために必要な科目
・人体の構造と機能及び疾病（₂単位・₁年次

開講・講義科目）
・アダプテッド・スポーツ論（₂単位・₁年次

開講・講義科目）
・アダプテッド・スポーツ科学（₂単位・₂年

次開講・講義科目）
・アダプテッド・スポーツ応用実習（₁単位・

₂年次開講・実技科目）
・健康運動処方論（₂単位・₂年次開講・講義

科目）
・健康運動科学（₂単位・₂年次開講・講義科

目）
・救命救急学（₁単位・₂年次開講・講義科

目）
・運動行動科学（₂単位・₂年次開講・講義科

目）
・健康運動栄養学（₂単位・₂年次開講・講義

科目）

53



₂）資格取得のための実践活動（ボランティア
活動・フィールドワーク）
中級障がい者スポーツ指導員資格取得のため

には、80時間（10日）以上の実践活動を義務付
けている。主な活動実績は以下の通りである。
＜パロリンピック＞

本学主催の知的障害者施設の利用者を対象と
したスポーツイベントにおける、選手サポー
ト、イベント運営活動
＜宮城県・仙台市障害者スポーツ大会＞

宮城県障害者スポーツ協会および仙台市障害
者スポーツ協会主催の、陸上競技大会、フライ
ングディスク競技大会などの大会運営ボラン
ティア活動
＜障害児キッズサポート＞

宮城県障害者スポーツ協会主催の、知的障害
児や脳性麻痺児を対象としたスポーツ教室にお
けるサポート活動
＜車椅子ツインバスケットボールクラブ＞

頚髄損傷者対象のスポーツクラブ活動におけ
るサポート活動
＜その他＞

パラリンピック強化指定選手フィットネス
チェックサポート、一般小中学校アダプテッ
ド・スポーツ教育等、担当教員の教育研究活動
における実践活動

図₈．小学生対象ｱﾀﾞﾌﾟﾃｯﾄﾞｽﾎﾟﾂｰﾂ教育活動

図₉．パロリンピックの運営活動

Ⅵ．今後のアダプテッド・スポーツ教育のあり
方と展望

開学以来、高い取得率を推移していた「障が
い者スポーツ指導員資格」は、保健福祉学科の
学生数の減少とともにここ数年は減少傾向にあ
る。このような状況の中、2015年度より新たに
リハビリテーション学科および看護学科等の他
学部にも開講し、アダプテッド・スポーツ教育
の再構築と理解啓発を図っている。上述した履
修者の状況やアンケート調査の結果から、福祉
領域のみならず、リハビリテーション領域およ
び看護領域においても学びのニーズが高いこと
が示されている。

障がい者に関わる専門職は多岐にわたる中
で、医療福祉領域あるいは教育におけるスポー
ツの果たす役割は大きいと考える。例えば脳血
管疾患などを有するケースにおける退院支援の
段階や地域リハビリテーション、社会参加活動
において、自発的な身体運動活動やスポーツ活
動、健康増進活動は当然有益である。しかしな
がら、当事者および支援者のスポーツへのイ
メージが“競技”あるいは“余暇”であること
が多く、障がい者が日常生活を送る中でのス
ポーツ活動の優先順位は低く、支援者や専門職
による情報発信力もまだまだ低い。奥田２）ら
は、重度障がい者を対象に障がい者スポーツに
ついて意識調査を行った結果から、障がい者が
スポーツを始めたきっかけは、友人や知人もし
くは同じ障がいを持った人からの情報提供が多
く、医療従事者からの情報は極めて少ない現状
を報告している。たしかに、専門機関連携にお
いては、喫緊の生活環境の支援・援助が主であ
り、スポーツ活動を通じた支援はサービス外と
なるため公な連携システムを構築することは難
しいのが現状である。このように、医療福祉領
域におけるスポーツの有用性への理解はまだま
だ低く、この状況は本学科の学生の履修状況や
社会福祉教育においても同様で、結果としてこ
こ数年の履修学生の減少にも繋がっていると考
えられる。

また、活動できる専用施設の充実や指導者お
よび支援者などハード・ソフトの両面の充実も
必要不可欠であるが、支える人材の養成はまだ
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まだ不足している。樋口ら３）は、医療の進歩
に伴うリハビリテーション技術の向上は障がい
者の平均寿命を延伸させているが、その一方で
脊髄損傷者や下肢切断者の生活習慣病の罹患の
増加を危惧し、その原因として多くの研究者が
運動不足と体重増加を指摘し、障がい者の運動
処方のための評価には専門スタッフが必要であ
ると述べている。このように、障がい者や疾患
者に関わる身体運動活動・スポーツ活動・健康
増進活動においては、障がい者の身体と障がい
特性を的確に評価し、パフォーマンス向上のた
めに貢献できる支援、スポーツによる傷害と
障がい治療・予防できるようなパーソナルアプ
ローチ、個々の障がいに応じた創意工夫で誰で
も楽しく運動を継続するためのサポーター的支
援といった高度で幅広い専門性が求められてい
る。４）また、介護予防や生活習慣病予防など
特定保健指導分野においても、理学療法士や保
健師による運動支援の役割が重要になってい
る。

以上から、本学の医療福祉学部全体として、
障がい者スポーツやアダプテッド・スポーツに
おける専門的教育が今後重要になると考えられ
る。さらに、パラリンピック等に代表されるよ
うなハイパフォーマンススポーツの姿は、ス
ポーツを通じた自己実現の象徴として、多くの
障がい者だけでなく万人に感動を与え、生きる
喜び、生きる大切さ、生きる勇気を享受してく
れる。また、動作や情報の制限下における運動
学習は、新たな能力の発見と体力の向上を促進
させるものと考えられる。このような学びは、
大学教育における専門教育のみならず、大学教
育の「基礎教養教育」としても非常に有益なも
のになる。2020東京五輪パラリンピックの連携
大学として、医療福祉領域および教育における
アダプテッド・スポーツの有用性を理解し、ま
たこれを学生教育の基礎として取り組みなが
ら、大学教育のみならず、障がいのある人ある
いは地域住民へ貢献し得るものになることを期
待する。
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